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令和５年５月２０日（土）、朝方までの雨が心配でしたが、無事に運動会を挙行することができまし

た。ご協力いただきましたＰＴＡ役員の皆様、保護者の皆様ありがとうございました。 

開会式の校長あいさつの中で、次のような話をしました。 

「今年の運動会スローガンは、「七中団結～勝利の１ミリ 心を燃やせ～」です。「団結」とは、「

人々が力を合わせて、結びつくこと」です。 

一人ひとりの一生懸命のスケールはちがいます。しかし、その一つ一つのスケールを集めていけば、

ものすごく大きな力になります。それが真の団結力であり、集団の美しさです。 

一人ひとりの一生懸命を、お互いに、認めあい、称え

合い、そして喜びを分かち合う、素晴らしい運動会にし

ていきましょう。」 

プログラム１のラジオ体操から、生徒たちの運動会に

かける 思いが伝わってきました。学年種目など一人ひ

とりの一生懸命が大きな力になる場面を感じることがで

きました。特に、素晴らしいと感じたのが、それぞれの

係の仕事です。一人ひとりが自分の役目をしっかりと把

握し、活動することができていました。また、生徒席か

らの応援と拍手です。当然競技ですから順位がつきます

。しかし、生徒席からは、順位に関係なく、そして学年

の枠を超えて応援や拍手をする姿をたくさん見ることが

できました。七中の団結力を感じることができた一日で

した。 

 さて、人と人とをつなぐ上で大切なこと、心がけてい

きたいことは何でしょうか。それは、「あいさつ」であ

ると思います。一言で心の距離が縮まった経験はありま

せんか。 

 「あいさつ」を漢字で書くと、「挨拶」です。先日調

べたところ、「挨く、拶る」とありました。読み方は、

「ひらく、せまる」です。「心をひらき相手にせまる」

ことで、「あいさつ」が完成します。 

 時間の許す限り、朝・夕に校門で挨拶をしています。

「おはようございます。」と挨拶をすると、元気に返し

てくれる生徒、お辞儀をしていく生徒、様々です。その

中で、感心したのが、立ち止まって、「おはようござい

ます。」と挨拶を返してくれた生徒がいました。廊下な

どですれ違ったとき元気よく、「こんにちは」とごく自

然に挨拶が交わされるようになってきました。 

 あいさつは、心の扉をあける唯一のカギです。あかる

く元気な「あいさつ」を心がけたいものです。 
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運動会を行いました！５月２０日（土） 

 運動会前日から雨が降り、予定していた前日準備は全くできませんでし

た。そのような中でも天気予報を見ると夜中には雨が上がるという予想で、

絶対に２０日（土）は運動会ができると職員一同で念じました。しかし当

日朝はまさかの雨。でも校庭は１年かけて作った成果が出て、水はけが驚

異的によく、雨が降っていても水溜まりはほぼありませんでした。 

 早朝、その状況を体育科とともに確認し、少々遅らせてでも実施しまし

ょう！と実施を決定。運動会実行委員の生徒には通常の準備時間に登校し

てもらい、教員と実行委員で朝の準備を行い

ました。すると雨も上がり始め、順調に準備

も完了し、ほぼ３０分のみの遅れでの開催と

することができました。 

 今年度は学級対抗の団体戦が多かったので、学級での団結を通して競い合いま

した。全級リレー、全級での大繩、学年競技（１年ローハイド、２年いかだ流し  

３年大ムカデ）等。そして七中伝統のラジオ体操は全員が指先まで意識を揃えての

演目となりました。 

 保護者の皆様にも少し遅れて来校いただいたものの内容としては全て予定通りに実施することができました。 

３年生保護者１名のみの参観とさせていただきましたので、１，２年の保

護者の皆様にご覧いただくことができませんでした。大変残念な思いをさ

せてしまい、申し訳ございません。本校の生徒数と校庭の状況で限定させ

ていただきましたが、次年度に向けて状況を少しでも改善できるように検

討を更に進めて参ります。 

 警備に入っていただいた学校支援本部スマイルセブンの皆様、警備と共

に受付、広報の撮影を担当していただきました PTA の皆様、誠にありがと

うございました。 

今年度の運動会の写真販売について後日ご案内致します。また、PTA による写真販売

と DVD の販売もできるように準備をしていただいております。準備ができ次第、ご案内

して参りますので、どうぞよろしくお願い致します。 

 

 スマイルセブン 
本校の学校支援本部スマイルセブンの皆様は元七中生の保護

者の皆様等を中心に活動を行ってくださっています。正門付近の

お花は主事さん方とともにスマイルセブンさんが丹精込めて育

ててくださった花々です。ほかにも行事や授業のために人材を紹

介してくださるなどの支援をたくさん行ってくださっています。

大田区でも盛んな活動として紹介されています。本当にありがと

うございます。 

 

Ｐセブン 
 職員会議などの際、生徒が部活のための再登校をしなくてもよいように、図書室で

PTA の皆様が生徒の見守りをしてくださっている活動が P セブンです。利用する生徒

も静かに図書室で時間を有効に活用しています。PTA の皆様、ご協力誠にありがとう

ございます。 

 

カルガモが来ました 
 先日、屋上庭園にカルガモ親子が来ました。（昨年度も）はじめ光庭に落ちてきたので、昨年と同様に正門まで誘導しようとしま

したが、お母さん鴨が驚いて飛び立ってしまいました。野生の鳥は触れてはならず、親鳥に誘導させるしかないのだそうです。そ

の後、お母さん鴨は正門前の歩道をグワッグワッと鳴きながらキョロキョロして歩いていました。道を探っていたのでしょうか。

屋上に戻してあげた雛とお母さん鴨が無事合流する姿は一度屋上で確認できたのですが、いつのまにか親子はいなくなっていまし

た。無事、お母さん鴨が見つけたルートで雛たちも屋上から地上に降りて七中から巣立っていってくれたことを祈ります。 

 

 

 

 


